
一斉学習 個別学習 協働学習

教師による教材の提示 調査活動 発表や話合い

表現・制作

e-Statのサイト

地図上に表したデータ

情報

【地域データを分析して地域課題を解決しよう！】情報Ⅰ
『情報通信ネットワークとデータの活用』

生徒用PC e-Stat

Windows OS Google Forms

ま
と
め

レポートや図を作成したこと、分析した内容、活動を通した感想など
を、Google Formsを用いてレポートにまとめる。

生徒が住んでいる地域を題材とし、自らの興味・関心にあわせた調査や分析を行えるようにしたことで、生徒が主体的に活
動に取り組むことができた。
また、データをグラフや地図上に表した視覚的なデータ分析だけでなく、表計算ソフトを用いた、より発展的な分析など、生

徒によって様々な表現をする姿が見られた。
本単元を通して、自分が住んでいる地域に対して関心を高め、分析結果から得られた地域課題を他者と共有し、それらの

地域課題を解決するための提案について考えるというところまでつなげることができた。

　・地域データを収集し、表やグラフを地図上にプロットすることで、数値やテキストデータを可視化する。
　・地域データを可視化したグラフなどから、正確にデータを読み取り、地域の現状を把握・分析し、地域課題を把握する。
　・分析結果から得られた地域課題を他者と共有し、それらの地域課題を解決するための提案を行う。

導
入

　オープンデータに関する次の２点について理解する。
・３つの定義（①営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能な
ルールが適用されたもの ②機械判読に適したもの ③無償で利用
できるもの）がある。
・ファイル形式には、PDF、CSV、JSON、XMLなどがある。

・生徒に身近なデータを使用することにより、
生徒の興味・関心を引き出すことができたと考
えられる。
・e-Statは、Web上で動作するサービスであ

るとともに、表計算ソフトを用いずに視覚的に
データ分析を行うことができるため、生徒が自
分の端末からその興味・関心に合わせた調査
や分析を行うことができた。
・ExcelファイルやCSVファイルでダウンロード

することができるデータもあるため、表計算ソフ
トを用いて各々が必要とする図やグラフを作成
し、深い分析につなげることができた。
・Google Formsでまとめる機会を設けること

で、地域の課題と解決策についてまとめたり、
活動を振り返ったりできるようにした。

展
開

次のサイトから自分の地域の課題に関するオープンデータを収集
し、地図上に統計データを表示して図として保存するなど加工した上
で、分析を行う。
　・大阪府オープンデータカタログサイト（自分の居住地域のみ）
　・e-Stat（政府統計の総合窓口）

活用場面

学習のねらい

学習の流れ ココでＩＣＴを活用！

活用のメリット、実践の工夫・振り返り等

活用した機器等 活用したアプリ等


